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□ 指摘内容はありません □ 指摘内容通知書を確認する

３条確認 □無　□有⇒機構整理番号：

特記事項

結　　果

【凡例】　判定欄　　［適合：○、不適合：×と記入、該当なし：「／」（斜線）を記入］
　　　　　確認方法欄［確認の拠り所を明らかにし、該当する欄にチェックマーク｢レ｣を記入］

3 立上り部分

告示1347号に適合するように施工されている
　・厚さ120㎜以上
　・鉄筋径　主筋D13以上、縦筋D10以上、間隔300㎜以下

鉄筋の継手　□重ね継手　□その他

別工区の
施工状況

□現場検査時に未施工の工区がある
□現場検査時に施工済の工区がある（工区を以下にチェック）
　□深基礎部分　□一部地下部分の基礎　□別工区部分の基礎

2 底盤

告示1347号に適合するように設計、施工されている
　・厚さ150㎜以上　・地盤の許容応力度に応じた底盤の幅
　・ベース筋の径D10以上、間隔300mm以下

べた
基礎

配筋根拠が以下のいずれかである
　□べた基礎配筋表　□構造計算
　□工学的判断（告示1347号、スパン表等）

配筋根拠に基づいて施工されている
　・告示1347号　底盤の厚さ120㎜以上、鉄筋径D10以上
　　間隔300㎜以下

２
地
業
・
地
盤
補
強

地業 地業を実施している

地盤補強の
実施状況

□地盤調査結果に基づいた考察において、地盤補強が
　不要と判断されている
□考察に基づいて地盤補強工法が選定され、実施されている
　（工法を以下にチェック）
　□柱状改良　□表層改良　□小口径鋼管杭　□木杭
　□小口径コンクリート杭　□その他（　　　　　　　　　　　）

３
基
礎

1 基礎の構造

基礎の形式が地盤調査結果等に基づいて選択されている

根入れ深さが告示1347号に適合するように設計、施工されている
　・布基礎240㎜以上　べた基礎120㎜以上

検査項目 適否の判断基準
判
定

確認方法

1
地
盤
調
査

地盤調査の
実施状況

□設計施工基準に基づいて地盤調査が実施されている
　・SWSは４隅含めて４箇所以上　又は工学的根拠から３箇所以下
　・適切な地盤調査方法である（※平板載荷試験の単独は不可）
□現地調査チェックシートが全てA判定のため地盤調査を
　省略している（戸建木造２階建て相当に限る）

地盤調査の
考察

地盤調査会社等が工学的に考察を行い、地盤補強の要否や基礎の
形式等が判断されている
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